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①要約： 

この発明では、コールセンター向けの会話分析に特化した会社の取り組みが紹介されてい

ます。会話内容を音声で記録し、機械学習によって分類・可視化することで、営業担当者が

どのような話をしているのかを把握できるシステムが提案されています。 

 

②目的： 

この発明の目的は、コールセンターの会話内容を効率的に分析し、営業のパフォーマンス向

上に役立つ情報を提供することです。会話データの自動分類と可視化により、営業担当者の

話題やトピックの傾向を把握し、改善点や経営戦略の立案に活用できます。 

 

③新規性： 

この発明で紹介される会話分析システムは、コールセンター向けに特化しており、音声デー

タを分析することで会話の内容を自動的に分類・可視化します。また、機械学習を活用して

トピックの学習を行い、業界に応じたニーズや話題に対応することができます。 

 

④独自性： 

この会話分析システムは、自然言語処理技術と機械学習を組み合わせた独自のアプローチ

で、営業活動の効率化や改善に貢献します。特に、会話データの収集と分析において自動化

された手法を用いており、人手での教師あり学習が難しい場合でも有用です。 

 

⑤経済価値： 

この会話分析システムは、営業活動の効率化や改善に直結するため、企業にとって大きな経

済価値を持ちます。営業担当者のパフォーマンスの向上や顧客ニーズの把握を支援するこ

とで、売上げの増加や競争力の強化につながることが期待されます。また、各業界や特定の

ニーズに対応するため、カスタマイズが可能であり、多様な企業にとって価値あるソリュー

ションとなります。 

  


